
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２５年度業務実績報告書 

提出日  令和 8 年 1 月 5 日 

 

１．職名・氏名  准教授・村田 知也    

 

２．学位  学位 工学、専門分野 情報教育、授与機関 福井大学、授与年 2011 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

ICTリテラシー（２）１年 × 2  情報科学（２）１年 × 2 

情報処理演習(CG)（２）1年  情報処理演習(Web開発)（２）１年 

情報活用プロジェクト演習（２）1年 プログラミング応用（２）１年 

②内容・ねらい 

昨年度に引き続き、理論だけではなく、実践的な演習やプロジェクトを通じて、実際のビジ

ネスにも応用できるような、知識とスキルが身につけられるような工夫をしている。また、学

生からの意見や感想を教員に伝えられやすい環境の維持を継続している。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

情報活用プロジェクト演習で PBLを実施してビジネスコンテストにつなげている。また、情報

科学でゲストスピーカーの講義、イベントへの参加を実施している。 

最新の情報を常に更新しており教材改善を積極的に行っている。 

学生が疑問を持った時には、Google フォームを使っていつでも質問が可能となっている。ま

た、毎回のミニッツペーパーにより、学生は自分の進捗を把握することができる。 

できる限り学生の意見が聞けるように工夫をしている。 

(2)その他の教育活動 

内容 

 デジタルクリエイティブサークルで指導をしている。また、他学生のパソコン操作の困りご

とについてサポートをしている。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【 本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

 

 

【 本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

 

 

【 本】 

④学会発表等 

「大学教員の研究・授業支援における生成 AI活用セミナーの実施と検証」村田 知也 

情報処理学会「第 87回全国大会」 2025年 3月 14日 

 

 

【1件】 

⑤その他の公表実績 

大学発ベンチャー企業の立ち上げ、認定 

 

【1本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

「スタンドアロン LLMディスクトップチャットボット一式」村田知也 

発明委員会にて職務発明として認定、営業秘密として大学に承継 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

公開講座「生成 AIアプリを作ろう！」 

ふくいソフトウェアコンペティション審査委員長 

生成 AI研究会の講師(ふくい産業支援センターふくい DXオープンラボ) × 2 

中央公民館の講座「WordPressでホームページ作成」 

福井市公民館主事グループ研修「ChatGPTの具体的な応用に関する講義」 

中藤島公民館文化祭の講演「⽣成 AIで⾳楽を作ってみよう」 

福井県情報システム工業会の講演「人材不足を武器に変える AIエージェント戦略」 

ITフォーラムの展示会へ参加(情報センター) 

 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

 

(2)委員会・チーム活動 

情報センター委員 

ＤＸ委員 

教育研究委員 

 

(3)学内行事への参加 

オープンキャンパス(情報センター) 

(4)その他、自発的活動など 

教員対象の AI研修会「業務を 1/2にする」、「中級編 AIに働かせる」 

VBLF という福井大学、福井工業大学、福井県立大学の起業志望学生のためのコンテスト運営 

 

 


